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ハれ`国の都申1ふ 人邊躯 を主体に構成されてtlろため、地震に洋う同時汐発型の中右地人えに対して、極め

て脆うみな浅とにな,てし1ろ。 このような都市内にあって、市萄地x災の観 拡大を防止するには、翻 山帯網

を通工に配置することが有効てヽあると考えられる。
~ガ.齢 等の勧 設は、人や車のたこの用に供するという本来の機能に加えて,防災空Po3とレての機能ι

多零てヽあると考えられてし,る。特に延メた疸J句い財 化に落ロマると、交遷裁隆:貰写1。 その中買の効果,逮入し,す

ろ効果.耐人定柴物の建典を誘導すろれスが如石でき、さら1=ネットワークを猫成することから、絆 的な延燒

述晰市構バひ缶数であると考えられる。このため、ここで1ま た鋼 の進J&と動 果につし'て赦討した。

2 女:直減鈴k専の見え

東京23区 内におけら、幹線上路率′五時 ,木と率′建ぺし、率′高架・釜上凛との小布状えの調査を行った。

軒鮎 研整準を `口 を形成する中貝20a以 上の晰熟縫違研翔ι長のE/h画面積に対する比率でに表すると、撃澪泉断

率29イ静以上、すなわちlkm間 隔ょりも宏に区画が形成される地戒は、2うこ内てヽ/θ%に満たず、それι

都市部に編なして、1ることがわかる。また、全くEXI画を形成されなし1地威|1広光,戒凸地区に広く見られ、約

ろθ%をもめてtlる。

次にケθOmメ ッシュ与の務 率ちな菫まで合めた面療比で烹めると、その分布は,幹議L路率の分布とたく
一致してしlることがわかった。このこと̀よ、晰凛棄道路によろ延建遮断帯網バ群戌されなレl地区は,同時に繁危車

輌の近夕にι喪薄をきたす地こでしあるとしヽうことでヽある。

さらに,ζOθれメッシュ毎の人当奉につヽ |て調べた結果を務 率の分布と合わせて検封すろと、壼舅率が平均

(/`%)以 下と准て、木造挙ぶ平均 (`5%)以 上と高い.相対的に基盤盤補バ整んひIなし,大邊市街地は全

体の30%に圭する。

以上から、東京23こでは,周辺部を申lCに 木当ヤ有地てヽ、幹線疸簾バ整補されておらず1 区口街路のサ~

ビスも行き届しヽてし1なしヽ地メ、バ紘がっており、こ逮塗断の面からも壼銘在緒の遅れが問題となって、|ろこと力坊
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し、そこを`のケーズスタディーを重Lして―行つた。

3 平面女盪施設客の蹴 断効果

関束地震時の進庇状況|・関する濱 温スをみると.広中買

の交勲 讚等lt、z"な歯断効果左右していたことがありろ。

毛産̂ 潜に影響を及ぼす専因としては、新誘村熱,熟気流′

の紛ら蒻英バ考えられるが、これらの手因のうち,蝙射絆と

熱伝えの影響によろ砕熱‰ 漫友上昇バ峙l=支配的イ因で

あろと考えられる。 このため、ここで|よ、輻身悩容L熱気流に

よろ液合渥ぬ上昇により、後翻 浪なヵヾ2θθしを越えるか

かを進雄するかしないかの判えた用し1ろこととし、試算した




